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アルキル基導入ピロリジニウム型フラーレン誘導体の細胞内酸化ストレス惹起効果
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【目的】当研究室ではこれまでにフラーレン誘導体が様々な生理活性を有するこ
とを明らかにしている。中でもカチオン性のピロリジニウム型誘導体 NC12C0 が、
アポトーシスによる細胞死を引き起こすことを明らかにした。また、2 位や N 上
にアルキル基を導入した NC12CX、NCX2C0 についても同種の効果を有することを
前年会で報告した。今回は、細胞内酸化ストレスのマーカーである DCFH-DA 
(2’,7’-dichlorofluorescin diacetate) を用いて、側鎖アルキル基導入が細胞内酸化スト
レスの惹起に及ぼす影響について評価した。
【結果・考察】HL-60 細胞にて細胞内酸化ストレスの惹起について DCFH-DA を
用いて検討を行ったところ、NC12CX、NCX2C0 どちらの化合物群 (20 μM) におい
ても、側鎖の伸長に伴い蛍光強度が増大し、細胞内で
活性酸素種が生成していることが示された。また、こ
の蛍光強度の増大は抗酸化剤である α-tocopherol の
添加により抑えられた。しかし、長鎖アルキル基を有
する NC12C9、NC102C0 ではほとんど添加効果は見ら
れなかった。また、細胞死に対する検討では、NC12C9、
NC102C0 を の ぞ く 全 て の 誘 導 体  (20 μM) で
α-tocopherol の添加により細胞死を 50~100 % 回復さ
せることが分かった。しかし、DCFH-DA を用いた検
討と同様、NC12C9、NC102C0 では細胞死を回復するこ
とはできなかった。長鎖アルキル基導入が誘導体の細
胞内取り込み量に関与している可能性が考えられる。

N CH3
R1

I

2R2

Compound R1 R2

NC12C0
NC12C4
NC12C6
NC12C9
NC42C0
NC72C0
NC102C0

HCH3
C4H9CH3

CH3
CH3

C6H13
C9H19

C4H9
C7H15
C10H21

H
H
H


